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は
じ
め
に

北
大
西
洋
条
約
機
構
（
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
）
は
、
冷
戦
終
結
後
の
国
際
環

境
の
変
化
に
対
応
し
て
、
米
国
の
在
欧
州
戦
力
を
削
減
す
る
と
と
も

に
、
同
盟
の
制
度
・
機
能
面
で
の
見
直
し
を
進
め
、「
域
外
」
に
お

け
る
紛
争
解
決
や
危
機
管
理
、
協
調
的
安
全
保
障
な
ど
の
、
い
わ
ゆ

る
非
五
条
任
務
へ
と
段
階
的
に
関
心
を
移
し
て
き
た
。
こ
の
過
程
に

お
い
て
、Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
の
拡
大
や
ロ
シ
ア
周
辺
国
と
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ

プ
政
策
な
ど
が
ロ
シ
ア
と
の
間
に
軋
轢
を
生
ん
で
き
た
こ
と
も
確
か

で
あ
る
が
、
二
〇
一
〇
年
の
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
戦
略
概
念
で
は
、「
欧
大
西
洋

地
域
は
平
和
で
あ
り
、
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
領
域
に
対
す
る
通
常
戦
力
に
よ
る

攻
撃
の
脅
威
は
低
い
」
と
の
基
本
認
識
が
維
持
さ
れ
て
い
た
（N

A
T

O
 

2010

）。
同
戦
略
概
念
は
、
二
〇
〇
八
年
の
グ
ル
ジ
ア
戦
争
後
に
高

ま
っ
た
中
・
東
欧
諸
国
の
懸
念
を
受
け
て
集
団
防
衛
を
中
核
的
任
務

の
第
一
に
あ
げ
た
が
、
集
団
防
衛
事
態
の
現
実
性
に
つ
い
て
は
加
盟

国
間
に
大
き
な
温
度
差
が
あ
っ
た
。
こ
の
温
度
差
は
、
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
の

任
務
を
遂
行
す
る
た
め
に
二
〇
〇
三
年
か
ら
編
成
が
始
ま
っ
た
Ｎ
Ａ

Ｔ
Ｏ
即
応
部
隊
（
Ｎ
Ｒ
Ｆ
）
に
つ
い
て
、
あ
く
ま
で
も
危
機
管
理
の

戦
力
と
位
置
づ
け
る
加
盟
諸
国
と
、
集
団
防
衛
の
初
動
部
隊
と
し
て

期
待
す
る
中
・
東
欧
諸
国
と
の
間
の
隔
た
り
と
も
な
っ
て
い
た
。
二

〇
一
〇
年
の
段
階
に
お
け
る
集
団
防
衛
は
、
同
盟
内
の
対
ロ
認
識
の

懸
隔
が
明
ら
か
な
な
か
で
、
同
盟
の
結
束
を
演
出
す
る
レ
ト
リ
ッ
ク

の
側
面
も
有
し
て
い
た
の
で
あ
る
（
広
瀬
・
吉
崎 

二
〇
一
二
）。

し
か
し
な
が
ら
、
二
〇
一
四
年
二
月
の
キ
エ
フ
で
の
政
変
に
続
く

「
ク
リ
ミ
ア
共
和
国
」
の
「
編
入
」
と
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
東
部
に
お
け

る
ロ
シ
ア
の
軍
事
介
入
の
長
期
化
に
よ
り
ロ
シ
ア
と
欧
米
諸
国
の
関

係
が
緊
迫
す
る
一
方
、
ロ
シ
ア
と
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
の
境
界
付
近
の
陸
・

海
・
空
域
に
お
け
る
双
方
の
部
隊
演
習
や
艦
艇
・
航
空
機
の
活
動
が

活
発
化
し
、
航
空
機
の
緊
急
発
進
や
領
空
侵
犯
が
日
常
化
す
る
な
か

で
、
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
は
ロ
シ
ア
に
対
す
る
脅
威
認
識
を
根
本
的
に
見
直

し
、
集
団
防
衛
を
実
質
的
に
も
最
重
要
課
題
と
位
置
付
け
る
必
要
に

迫
ら
れ
て
い
る
。
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
が
ロ
シ
ア
を
軍
事
的
脅
威
と
し
て
再
評

価
す
る
に
あ
た
っ
て
と
く
に
懸
念
さ
れ
て
い
る
の
は
、
紛
争
時
に
お

け
る
ロ
シ
ア
の
核
兵
器
使
用
の
敷
居
が
、
軍
事
ド
ク
ト
リ
ン
等
の
公

式
文
書
の
上
で
は
と
も
か
く
、
実
際
に
は
低
下
し
て
い
る
の
で
は
な

い
か
、
と
い
う
点
で
あ
る
。
と
り
わ
け
、
二
〇
一
五
年
三
月
一
五

日
、
ロ
シ
ア
国
営
放
送
が
ロ
シ
ア
に
よ
る
ク
リ
ミ
ア
「
共
和
国
」
の

「
編
入
」
一
周
年
に
際
し
て
放
送
し
た
特
別
番
組
の
な
か
で
プ
ー
チ

ン
（V

ladim
ir Putin

）
大
統
領
が
、
ク
リ
ミ
ア
で
の
作
戦
実
施
に

あ
た
っ
て
核
兵
器
を
戦
闘
準
備
態
勢
に
移
行
さ
せ
る
「
準
備
が
で
き

て
い
た
」
と
認
め
た
こ
と
（Вест

и, 16 марта 2015

）
や
、
そ
の
前

後
に
お
け
る
ロ
シ
ア
政
治
指
導
部
に
よ
る
い
く
つ
か
の
発
言
は
、
こ

の
よ
う
な
懸
念
を
裏
書
き
す
る
も
の
と
捉
え
ら
れ
た
。
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
国

防
相
会
議
は
二
〇
一
五
年
二
月
、
ロ
シ
ア
が
紛
争
時
に
お
け
る
核
使

用
の
敷
居
を
下
げ
て
い
る
可
能
性
に
関
す
る
内
部
調
査
結
果
を
検
討

し
（Reuters, 4 February 2015

）、
そ
の
後
、
核
態
勢
の
見
直
し
作

業
に
着
手
し
て
い
る
（『
毎
日
新
聞
』
二
〇
一
五
年
六
月
二
四
日
夕
刊
）。

ウ
ク
ラ
イ
ナ
危
機
に
は
、
ロ
シ
ア
及
び
ア
メ
リ
カ
と
い
う
二
大
核

兵
器
国
が
関
与
し
て
い
た
が
、
両
国
が
核
兵
器
で
対
峙
す
る
状
況
に

陥
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
軍
事
的
に
強
い
衝
撃
を
も
た
ら
し
た
の

は
、
む
し
ろ
、
徽
章
を
外
し
た
軍
人
の
作
戦
関
与
や
現
地
の
（
あ
る

い
は
現
地
に
投
入
さ
れ
た
）
武
装
勢
力
の
活
動
や
情
報
操
作
と
い
っ

た
、
ロ
シ
ア
に
よ
る
「
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
」
戦
術
・
戦
法
の
展
開
で
あ

る
。
し
か
し
な
が
ら
、
軍
事
作
戦
上
、
核
兵
器
の
使
用
が
具
体
的
に

想
定
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
と
し
て
も
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
危
機
以
降
に
ロ

シ
ア
か
ら
発
せ
ら
れ
た
さ
ま
ざ
ま
な
情
報
は
、
核
兵
器
の
使
用
や
そ

の
可
能
性
に
関
す
る
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
含
む
も
の
で
あ
り
、
ウ
ク
ラ
イ

ナ
危
機
に
対
す
る
関
係
諸
国
の
判
断
、
対
処
に
大
き
く
影
響
し
た
こ

と
も
確
か
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
、「
争
点
が
受
容
可
能
な
条
件
で

収
拾
し
な
い
間
に
お
け
る
核
兵
器
の
使
用
可
能
性
に
関
す
る
あ
ら
ゆ

る
公
的
な
示
唆
」（B

etts 1987: 6

）
を
総
称
し
て
「
核
の
脅
し
」
と

定
義
す
る
な
ら
ば
、
公
的
声
明
や
、
外
交
ル
ー
ト
を
通
じ
た
意
図
の

表
明
、
な
い
し
政
治
・
軍
事
指
導
部
内
に
お
け
る
議
論
ま
た
は
計
画

の
漏
え
い
、
あ
る
い
は
、
平
時
の
通
常
の
状
態
を
超
え
、
戦
時
に
お

第
Ⅱ
部 

安
全
保
障
と
資
源
の
確
保
―
米
国
の
後
退
と
中
ロ
の
台
頭

核
兵
器
の
再
登
場

―
ロ
シ
ア
の
核
政
策
と
変
化
す
る
欧
州
安
全
保
障

岡
田
美
保
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け
る
任
務
遂
行
準
備
態
勢
の
強
化
を
示
唆
す
る
よ
う
な
、
観
察
可
能

な
形
で
の
核
戦
力
の
準
備
や
示
威
が
そ
の
射
程
に
収
ま
っ
て
く
る
こ

と
に
な
る
（B

etts 1987: 6

）。
ロ
シ
ア
に
よ
る
「
核
の
脅
し
」
が
持

つ
意
味
合
い
は
、
そ
の
影
響
の
大
き
さ
、
重
み
を
ふ
ま
え
る
な
ら

ば
、
多
様
な
形
態
で
発
せ
ら
れ
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
含
め
て
理
解
さ
れ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。

本
稿
は
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
危
機
以
降
の
ロ
シ
ア
に
よ
る
「
核
の
脅

し
」
と
そ
の
イ
ン
パ
ク
ト
に
つ
い
て
考
察
す
る
端
緒
と
し
て
、
第
一

節
で
ロ
シ
ア
の
核
戦
力
の
現
状
に
つ
い
て
述
べ
、
第
二
節
で
核
の
使

用
政
策
の
推
移
に
つ
い
て
述
べ
る
。
続
い
て
第
三
節
で
ウ
ク
ラ
イ
ナ

危
機
以
降
の
「
核
の
脅
し
」
が
ど
の
よ
う
に
行
わ
れ
た
か
に
つ
い
て

述
べ
た
う
え
、
第
四
節
で
「
核
の
脅
し
」
の
持
続
可
能
性
に
つ
い

て
、
主
に
財
政
面
か
ら
検
討
す
る
こ
と
と
し
た
い
。

Ⅰ
核
戦
力
整
備

米
ロ
両
国
大
統
領
が
二
〇
一
〇
年
四
月
八
日
に
署
名
し
た
「
戦
略

攻
撃
兵
器
の
い
っ
そ
う
の
削
減
お
よ
び
制
限
の
た
め
の
措
置
に
関
す

る
米
国
お
よ
び
ロ
シ
ア
の
間
の
条
約
」（
以
下
、
新
Ｓ
Ｔ
Ａ
Ｒ
Ｔ
）

の
規
定
に
従
っ
て
最
初
に
交
換
さ
れ
た
二
〇
一
一
年
二
月
五
日
時
点

の
デ
ー
タ
に
よ
れ
ば
、
米
国
の
同
時
点
に
お
け
る
配
備
戦
略
核
弾
頭

数
は
一
八
〇
〇
発
、
配
備
戦
略
運
搬
手
段
数
は
八
八
二
基
・
機
で

あ
っ
た
の
に
対
し
て
、
同
時
点
に
お
け
る
ロ
シ
ア
の
配
備
戦
略
核
弾

頭
数
は
一
五
三
七
発
、
配
備
戦
略
運
搬
手
段
数
は
五
二
一
基
・
機

と
、
す
で
に
条
約
上
限
（
各
一
五
五
〇
発
、
七
〇
〇
基
・
機
）
を
下

回
っ
て
お
り
、
さ
ら
に
縮
減
し
て
い
く
こ
と
が
予
想
さ
れ
て
い
た
。

ロ
シ
ア
の
核
戦
力
の
縮
減
が
予
想
さ
れ
て
い
た
の
は
、
配
備
戦
略
核

弾
頭
数
の
大
部
分
が
、
旧
式
の
多
弾
頭
大
陸
間
弾
道
ミ
サ
イ
ル
（
Ｉ

Ｃ
Ｂ
Ｍ
）（SS-18, SS-19

）
お
よ
び
潜
水
艦
発
射
弾
道
ミ
サ
イ
ル
（
Ｓ

Ｌ
Ｂ
Ｍ
）（SS-N

-18, SS-N
-23

）
で
構
成
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
退
役

に
伴
っ
て
配
備
戦
略
核
弾
頭
数
が
急
速
に
減
少
す
る
一
方
、
一
九
九

〇
年
代
以
降
、
配
備
が
進
め
ら
れ
て
い
た
Ｉ
Ｃ
Ｂ
Ｍ
が
単
弾
頭
型
の

SS-27

で
あ
っ
た
こ
と
、
ま
た
新
型
の
Ｓ
Ｌ
Ｂ
Ｍ
（SS-N

-32

）
の
開

発
が
遅
れ
て
い
た
こ
と
に
よ
る
。

つ
ま
り
、
米
国
は
条
約
上
限
ま
で
削
減
す
る
こ
と
が
目
標
で
あ
っ

た
の
に
対
し
て
、
ロ
シ
ア
に
と
っ
て
は
、
新
Ｓ
Ｔ
Ａ
Ｒ
Ｔ
の
有
効
期

間
（
条
約
義
務
の
履
行
期
限
は
二
〇
一
八
年
二
月
五
日
、
条
約
の
有
効

期
限
は
二
〇
二
一
年
二
月
五
日
、
合
意
が
あ
れ
ば
五
年
以
内
の
延
長
が

可
能
）
は
貴
重
な
「
息
継
ぎ
」
の
時
間
で
あ
り
、
こ
の
間
に
戦
略
核

戦
力
に
お
け
る
米
国
と
の
「
お
よ
そ
の
均
衡
」
を
回
復
し
維
持
す
る

た
め
、
戦
略
核
兵
器
の
新
規
生
産
に
励
み
条
約
上
限
ま
で
「
浮
上
」

す
る
こ
と
が
目
標
と
な
っ
て
き
た
（
岡
田 

二
〇
一
一
）。

二
〇
一
〇
年
一
二
月
末
に
策
定
さ
れ
た
「
二
〇
一
一
年
か
ら
二
〇

二
〇
年
ま
で
の
国
家
装
備
計
画
」（
以
下
、「
装
備
計
画
二
〇
二
〇
」）

は
、
総
額
二
〇
兆
ル
ー
ブ
ル
以
上
を
装
備
調
達
お
よ
び
軍
需
産
業
の

育
成
に
投
じ
て
、
二
〇
二
〇
年
ま
で
に
ロ
シ
ア
軍
全
体
に
お
け
る
最

新
装
備
の
比
率
を
七
〇
％
以
上
に
引
き
上
げ
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ

る
。
な
か
で
も
、
戦
略
核
戦
力
の
強
化
は
最
優
先
項
目
と
さ
れ
て
お

り
、
多
弾
頭ICBM

･SS-27

（Y
ars

）
お
よ
びSS-N

-32

を
搭
載
す

る
ボ
レ
イ
（Borey

）
級
戦
略
原
子
力
潜
水
艦
（
Ｓ
Ｓ
Ｂ
Ｎ
）
八
隻

の
建
造
を
は
じ
め
と
す
る
戦
略
ミ
サ
イ
ル
の
近
代
化
が
計
画
さ
れ
て

き
た
。SS-27

（Y
ars

）
に
つ
い
て
は
、
二
〇
一
三
年
末
以
降
、
こ

れ
ま
で
五
八
基
が
配
備
済
で
あ
る
。SS-N
-32

の
発
射
実
験
は
最
終

段
階
ま
で
難
航
し
た
も
の
の
、
二
〇
一
三
年
に
ボ
レ
イ
級
Ｓ
Ｓ
Ｂ
Ｎ

の
一
番
艦
（
北
洋
艦
隊
）、
二
〇
一
四
年
に
二
番
艦
（
太
平
洋
艦
隊
）

が
就
役
し
て
戦
略
配
備
核
弾
頭
数
を
押
し
上
げ
て
お
り
、
二
〇
一
四

年
一
〇
月
以
降
、
少
な
く
と
も
数
的
に
は
条
約
上
限
へ
の
「
浮
上
」

を
達
成
し
て
い
る
（
表
１
参
照
）。

質
的
に
は
、
カ
ラ
カ
エ
フ
（Sergei K

arakaev

）
戦
略
ロ
ケ
ッ

ト
軍
司
令
官
に
よ
れ
ば
、
戦
闘
任
務
を
遂
行
し
て
い
る
部
隊
に
お
け

る
近
代
化
装
備
の
比
率
は
二
〇
一
四
年
末
時
点
で
約
五
〇
％
に
達
し

て
お
り
、
二
〇
二
〇
年
ま
で
に
一
〇
〇
％
と
す
る
計
画
で
あ
る

（Ц
ент

р С
т

рат
егической Конъю

нкт
уры

, 16 декабря 2014

）。

ま
た
、
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
諸
国
へ
の
Ｍ
Ｄ
配
備
の
進
展
を
視
野
に
、
Ｉ
Ｃ
Ｂ

Ｍ
の
残
存
性
・
秘
匿
性
の
向
上
と
多
弾
頭
化
を
重
視
し
、SS-27

（Y
ars

）
を
軽
量
・
移
動
式
のRS-26

と
、
鉄
道
車
両
搭
載
式
の

Barguzin

に
改
良
中
で
あ
る
ほ
か
、SS-18

の
後
継
と
な
る

Sarm
at

の
開
発
に
取
り
組
ん
で
い
る
（Interfax, 16 D

ecem
ber 

2014

）。
二
〇
一
四
年
一
二
月
一
九
日
に
開
催
さ
れ
た
国
防
省
拡
大

幹
部
会
合
に
お
い
て
プ
ー
チ
ン
大
統
領
は
、
戦
略
核
戦
力
の
す
べ
て

の
構
成
要
素
を
発
展
さ
せ
る
こ
と
が
最
重
要
課
題
で
あ
る
と
し
て
お

り
（
ロ
シ
ア
大
統
領
Ｈ
Ｐ
参
照
）、
今
後
と
も
戦
略
核
戦
力
の
数
的

拡
大
と
Ｍ
Ｄ
突
破
能
力
を
中
心
と
す
る
近
代
化
、
多
様
化
を
図
る
こ

と
が
政
策
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

Ⅱ
核
の
使
用
に
関
す
る
ロ
シ
ア
の
政
策

１
先
行
不
使
用
か
ら
の
転
換

核
兵
器
の
使
用
政
策
は
、
様
々
な
不
確
実
性
を
考
慮
し
て
決
定
さ

れ
る
。
冷
戦
終
結
は
、
一
方
で
軍
事
的
な
緊
張
緩
和
を
促
進
し
た
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が
、
ロ
シ
ア
に
と
っ
て
は
、
大
幅
な
兵
力
削
減
を
含
む
軍
改
革
に
着

手
す
る
と
同
時
に
、
国
内
の
政
治
・
経
済
の
混
乱
か
ら
、
装
備
更
新

や
新
技
術
に
基
づ
く
軍
事
力
へ
の
転
換
が
遅
滞
す
る
状
況
に
陥
る
な

ど
、
安
全
保
障
上
の
不
確
実
性
を
高
め
る
も
の
と
な
っ
た
。
一
九
九

三
年
一
一
月
に
部
分
的
に
公
表
さ
れ
た
「
軍
事
ド
ク
ト
リ
ン
基
本
規

定
」
は
、
核
拡
散
防
止
条
約
（
Ｎ
Ｐ
Ｔ
）
上
の
非
核
兵
器
国
に
対
し

て
は
核
兵
器
を
使
用
し
な
い
も
の
の
、
①
核
兵
器
保
有
国
と
同
盟
関

係
に
あ
る
非
核
兵
器
国
に
よ
る
軍
事
攻
撃
の
場
合
、
お
よ
び
②
非
核

兵
器
国
が
核
兵
器
保
有
国
と
共
同
し
て
ロ
シ
ア
に
対
す
る
介
入
な
い

し
軍
事
攻
撃
を
実
施
ま
た
は
支
援
す
る
場
合
に
つ
い
て
、
核
兵
器
の

使
用
を
留
保
す
る
立
場
を
表
明
し
た
。
こ
れ
は
、
一
九
八
二
年
六
月

に
ソ
連
が
表
明
し
て
い
た
核
兵
器
の
先
行
不
使
用
政
策
を
放
棄
し
た

も
の
と
位
置
付
け
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
後
も
、
ロ
シ
ア
の
安
全
保
障
政
策
に
お
い
て
核
戦
力
は
、
通

常
戦
力
の
劣
勢
を
カ
バ
ー
す
る
抑
止
力
の
中
核
と
な
る
と
と
も
に
、

周
辺
地
域
や
国
際
社
会
に
お
け
る
大
国
の
地
位
の
基
盤
と
し
て
、
ま

た
、
対
内
・
対
外
政
策
に
お
け
る
ロ
シ
ア
の
独
自
性
と
主
権
的
な
意

思
決
定
の
拠
り
所
と
し
て
重
要
性
を
増
し
て
き
た
。
す
な
わ
ち
、
米

ロ
間
の
核
抑
止
に
つ
い
て
は
、
米
ロ
の
核
戦
力
は
削
減
さ
れ
、
冷
戦

期
の
よ
う
な
緊
張
感
は
失
わ
れ
て
き
た
も
の
の
、
ロ
シ
ア
か
ら
見
れ

ば
、
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
の
東
方
拡
大
、
米
国
に
よ
る
ロ
シ
ア
の
「
影
響
圏
」

へ
の
進
出
、
ロ
シ
ア
周
辺
諸
国
に
お
け
る
親
ロ
政
権
の
転
覆
や
「
民

主
化
」
支
援
と
い
っ
た
事
態
は
、
ロ
シ
ア
の
安
全
保
障
上
の
利
益
を

脅
か
す
事
態
と
捉
え
ら
れ
、
ロ
シ
ア
が
外
交
・
内
政
に
お
け
る
独
自

性
と
主
権
的
意
思
決
定
を
維
持
し
て
い
く
う
え
で
対
米
抑
止
力
の
信

頼
性
を
維
持
・
強
化
す
る
こ
と
が
不
可
欠
と
認
識
さ
れ
て
き
た
。

他
方
で
、
米
国
、
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
は
一
九
八
〇
年
代
か
ら
進
め
て
い
た

精
密
誘
導
兵
器
の
開
発
・
配
備
を
継
続
し
、
湾
岸
戦
争
で
そ
の
有
効

性
を
示
し
て
い
た
。
中
・
東
欧
諸
国
、
の
ち
に
バ
ル
ト
諸
国
の
加
盟

に
よ
り
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
が
東
方
に
拡
大
す
る
と
と
も
に
、
米
国
は
、
冷
戦

後
も
情
報
通
信
技
術
を
活
用
し
て
軍
事
技
術
を
飛
躍
的
に
向
上
さ
せ

て
い
っ
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
ロ
シ
ア
と
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
間
の
通
常
戦
力
の

格
差
は
数
的
に
も
質
的
に
も
著
し
い
も
の
と
な
っ
た
。
ま
た
、
Ｎ
Ａ

Ｔ
Ｏ
の
拡
大
は
、
ロ
シ
ア
と
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
の
間
に
残
さ
れ
る
諸
国
の
緩

衝
地
帯
と
し
て
の
価
値
を
高
め
る
こ
と
に
な
っ
た
。

ロ
シ
ア
が
通
常
戦
力
格
差
を
よ
り
具
体
的
な
脅
威
と
認
識
す
る
に

い
た
る
重
要
な
契
機
と
な
っ
た
の
は
、
一
九
九
九
年
三
月
に
開
始
さ

れ
た
コ
ソ
ボ
空
爆
で
あ
る
。
米
空
軍
の
戦
略
爆
撃
機
に
よ
る
Ｇ
Ｐ
Ｓ

誘
導
爆
弾
や
英
米
海
軍
艦
艇
か
ら
の
巡
航
ミ
サ
イ
ル
・
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
各

国
空
軍
の
戦
闘
爆
撃
機
に
よ
る
攻
撃
は
、
通
常
戦
力
の
使
用
可
能
性

の
高
さ
と
併
せ
て
、
ロ
シ
ア
周
辺
、
ひ
い
て
は
国
内
の
紛
争
へ
の
Ｎ

Ａ
Ｔ
Ｏ
の
介
入
を
阻
止
す
る
必
要
性
を
認
識
さ
せ
た
。
ロ
シ
ア
の
強

【米】
区分

（条約上限）
2011 2012 2013 2014 2015

2月 9月 3月 9月 3月 7月 10月 1月 4月 7月 10月 1月 7月 10月
配備戦略核弾頭

（1550） 1800 1790 1737 1722 1654 1654 1688 1688 1585 1585 1642 1642 1597 1538

配備戦略運搬手段
（700） 882 822 812 806 792 792 809 809 778 778 794 794 785 762

表1　米ロの新START 上の核戦力の推移

（出所）“New START: Fact Sheets”より筆者作成。

【ロ】
区分

（条約上限）
2011 2012 2013 2014 2015

2月 9月 3月 9月 3月 7月 10月 1月 4月 7月 10月 1月 7月 10月
配備戦略核弾頭

（1550） 1537 1566 1492 1499 1480 1480 1400 1400 1512 1512 1643 1643 1582 1648

配備戦略運搬手段
（700） 521 516 494 491 492 492 473 473 498 498 528 528 515 526

内訳 発射機 弾頭数

戦
略
核
兵
器

SS-18 ICBM 46      460
SS-19 ICBM 30      180
SS-25 ICBM（移動式） 99        99
SS-27 ICBM（移動式） 18        18
SS-27 ICBM（固定） 60        60
RS-24（移動式） 54      216
RS-24（固定）  4        16
SS-N-18（デルタⅢ級SSBN） 32（SSBN 2）        94
SS-N-23（デルタⅣ級SSBN） 96（SSBN 6）      384
SS-N-32（ボレイ級SSBN） 32（SSBN 2）      192
ブラックジャック爆撃機 13      156
ベア爆撃機 59      654

計 〜2500

戦
術
核
兵
器

防空システム等（S-300、53T6、SSC-1B）  〜425
爆撃機・戦闘爆撃機（Tu-22M3、Su-24、Su-34）  〜650
地上配備ミサイル（SS-21、SS-26）  〜140
艦艇配備ミサイル  〜730

計 〜2000
合計 〜4500

表2　ロシアの核戦力の構成

（出所）Kristensen and Norris（2015：84-97）をもとに筆者作成。
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い
反
対
と
、
国
連
安
全
保
障
理
事
会
で
の
拒
否
権
行
使
に
も
か
か
わ

ら
ず
空
爆
が
実
施
さ
れ
た
こ
と
や
、
当
時
、
ダ
ゲ
ス
タ
ン
共
和
国
に

お
け
る
イ
ス
ラ
ー
ム
原
理
主
義
勢
力
の
ゲ
リ
ラ
攻
撃
や
モ
ス
ク
ワ
な

ど
で
の
爆
弾
テ
ロ
事
件
を
受
け
て
行
わ
れ
た
チ
ェ
チ
ェ
ン
共
和
国
へ

の
軍
事
作
戦
に
対
す
る
欧
米
諸
国
の
激
し
い
非
難
を
ふ
ま
え
て
、
米

国
や
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
に
よ
る
ロ
シ
ア
周
辺
な
い
し
ロ
シ
ア
に
お
け
る
紛
争

へ
の
介
入
の
蓋
然
性
は
高
い
と
の
認
識
が
形
成
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

空
爆
か
ら
ほ
ど
な
く
し
て
、
ロ
シ
ア
国
防
省
発
行
の
軍
事
理
論
誌
に

は
「
軍
事
行
動
の
エ
ス
カ
レ
ー
シ
ョ
ン
阻
止
（de-escalation

）
の

た
め
の
核
兵
器
使
用
」（Л

евш
ин et al. 1999

）
と
い
う
論
文
が
掲
載

さ
れ
た
。
こ
の
論
文
で
は
、
ロ
シ
ア
が
当
面
の
間
、
核
兵
器
に
代
わ

り
う
る
高
精
度
破
壊
力
を
獲
得
す
る
こ
と
は
な
い
と
の
見
通
し
の
下

に
、
戦
術
核
兵
器
の
限
定
的
な
使
用
に
よ
っ
て
戦
略
核
兵
器
使
用
の

決
意
の
固
さ
を
示
す
こ
と
で
、
地
域
紛
争
お
よ
び
局
地
紛
争
に
お
け

る
敵
対
勢
力
の
軍
事
行
動
の
エ
ス
カ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
阻
止
す
る
と
の

考
え
が
提
示
さ
れ
た
。

一
九
九
九
年
三
月
に
国
家
安
全
保
障
会
議
書
記
に
任
命
さ
れ
た

プ
ー
チ
ン
は
、
国
家
安
全
保
障
構
想
及
び
軍
事
ド
ク
ト
リ
ン
の
改
定

作
業
に
着
手
し
、
二
〇
〇
〇
年
一
月
に
国
家
安
全
保
障
構
想
を
、
続

く
四
月
に
軍
事
ド
ク
ト
リ
ン
を
公
表
し
た
。
こ
れ
ら
二
つ
の
文
書
で

は
、
抑
止
力
と
し
て
の
核
戦
力
の
重
要
性
が
引
き
続
き
強
調
さ
れ
る

一
方
で
、
武
力
に
よ
る
侵
略
に
よ
っ
て
「
他
の
あ
ら
ゆ
る
危
機
的
状

況
の
解
決
手
段
が
尽
き
る
か
、
あ
る
い
は
効
果
が
な
い
と
判
断
し
た

と
き
」
に
つ
い
て
核
兵
器
の
使
用
に
言
及
し
た＊

1

。
核
兵
器
の
使
用
条

件
に
つ
い
て
、「
ロ
シ
ア
の
存
立
自
体
に
対
す
る
脅
威
」
か
ら
「
危

機
的
状
況
」
へ
と
若
干
の
緩
和
が
行
わ
れ
た
こ
と
に
な
る
。
危
機
的

状
況
と
し
て
は
、
①
ロ
シ
ア
ま
た
は
そ
の
同
盟
国
に
対
し
て
核
兵
器

な
い
し
そ
の
他
の
大
量
破
壊
兵
器
が
使
用
さ
れ
た
場
合
、
②
ロ
シ
ア

の
安
全
保
障
が
危
機
に
瀕
し
て
い
る
状
況
に
お
い
て
通
常
兵
器
を
使

用
し
た
大
規
模
な
侵
略
が
行
わ
れ
た
場
合
、
③
Ｎ
Ｐ
Ｔ
上
の
非
核
兵

器
国
が
核
兵
器
保
有
国
と
共
同
で
侵
攻
し
て
き
た
場
合
ま
た
は
そ
れ

を
支
援
し
た
場
合
、
が
あ
げ
ら
れ＊

2

、
ロ
シ
ア
ま
た
は
そ
の
周
辺
に
お

け
る
紛
争
へ
の
通
常
戦
力
に
よ
る
介
入
、
他
の
核
兵
器
国
に
よ
る
介

入
の
支
援
の
抑
止
が
強
く
意
識
さ
れ
る
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。

２
グ
ル
ジ
ア
戦
争
の
イ
ン
パ
ク
ト

そ
の
後
の
戦
略
環
境
は
、
ロ
シ
ア
の
核
抑
止
の
有
効
性
と
い
う
観

点
か
ら
さ
ら
に
厳
し
い
も
の
と
な
っ
た
。
米
国
に
よ
る
弾
道
弾
迎
撃

ミ
サ
イ
ル
制
限
条
約
（
Ａ
Ｂ
Ｍ
条
約
）
か
ら
の
脱
退
と
同
条
約
の
失

効
に
よ
り
、
ロ
シ
ア
は
米
国
の
ミ
サ
イ
ル
防
衛
（
Ｍ
Ｄ
）
計
画
に
歯

止
め
を
か
け
る
制
度
的
基
盤
を
失
っ
た
。
他
方
で
、
九
・
一
一
テ
ロ

後
、
米
国
に
よ
る
旧
勢
力
圏
へ
の
進
出
、
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
の
バ
ル
ト
三
国

へ
の
拡
大
、
グ
ル
ジ
ア
や
ウ
ク
ラ
イ
ナ
に
お
け
る
親
欧
米
政
権
へ
の

権
力
移
行
と
い
っ
た
事
態
が
現
実
化
し
た
の
で
あ
る
。
二
〇
〇
八
年

八
月
に
勃
発
し
た
グ
ル
ジ
ア
と
の
戦
争
で
は
、
米
国
に
よ
る
直
接
の

介
入
こ
そ
行
わ
れ
な
か
っ
た
も
の
の
、
戦
争
前
後
に
「
人
道
支
援
物

資
輸
送
の
た
め
」
米
国
海
軍
艦
船
が
黒
海
に
展
開
し
た
こ
と
に
ロ
シ

ア
は
警
戒
を
強
め
た
。
ま
た
、
グ
ル
ジ
ア
と
の
実
戦
を
通
じ
て
、
ロ

シ
ア
軍
の
指
揮
統
制
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
や
装
備
更
新
の
遅
れ
が
露

呈
さ
れ
た
。
米
国
の
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
常
駐
代
表
部
は
、
二
〇
〇
九
年
に
ロ

シ
ア
で
行
わ
れ
た
二
件
の
軍
事
演
習
に
つ
い
て
、
航
空
戦
力
と
の
共

同
作
戦
能
力
が
限
ら
れ
て
お
り
、
依
然
と
し
て
装
備
が
旧
式
で
使
い

古
さ
れ
て
い
る
と
の
評
価
を
本
国
に
送
信
し
た
こ
と
が
二
〇
一
一
年

二
月
に
報
じ
ら
れ
て
い
る
（Foxnew

s, 14 Feburuary 2011

）。
さ
ら

に
、
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
内
部
で
は
、
グ
ル
ジ
ア
戦
争
後
に
懸
念
を
高
め
て
い

た
中
・
東
欧
諸
国
に
い
か
に
し
て
安
心
感
を
供
与
す
る
か
が
検
討
さ

れ
て
い
た
が
、
ロ
シ
ア
の
侵
略
か
ら
の
ポ
ー
ラ
ン
ド
及
び
バ
ル
ト
諸

国
防
衛
を
想
定
し
た
作
戦
計
画
（
米
英
独
及
び
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
計
九

個
師
団
の
使
用
と
ポ
ー
ラ
ン
ド
北
部
及
び
ド
イ
ツ
の
軍
港
か
ら
の
米
英

艦
艇
に
よ
る
洋
上
攻
撃
を
想
定
）
を
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
が
冷
戦
後
は
じ
め
て

立
案
し
て
い
た
こ
と
が
二
〇
一
〇
年
末
に
報
じ
ら
れ
た
（The 

G
uardian, 6 D

ecem
ber 2010

）。
こ
う
し
た
情
報
は
、
ロ
シ
ア
周
辺

で
紛
争
が
生
じ
た
場
合
に
、
米
国
あ
る
い
は
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
が
通
常
戦

力
、
特
に
、
黒
海
に
展
開
す
る
米
国
海
軍
艦
艇
等
を
用
い
て
介
入
を

行
う
可
能
性
が
高
く
、
そ
の
よ
う
な
事
態
で
は
、
ロ
シ
ア
が
敗
北
を

喫
す
る
可
能
性
が
高
い
こ
と
か
ら
、
こ
れ
を
抑
止
す
る
必
要
を
ロ
シ

ア
政
治
・
軍
事
指
導
部
に
強
く
認
識
さ
せ
る
一
因
と
な
っ
た
。
通
常

戦
力
で
劣
勢
に
あ
る
以
上
、
ロ
シ
ア
で
は
、
核
兵
器
に
よ
る
威
嚇
を

さ
ら
に
強
化
す
る
べ
き
だ
と
の
主
張
が
有
力
に
展
開
さ
れ
る
こ
と
に

な
る
。

軍
事
ド
ク
ト
リ
ン
の
改
訂
過
程
で
は
、
パ
ト
ル
シ
ェ
フ
（N

ikolai 

Patrushev

）
国
家
安
全
保
障
会
議
書
記
が
、
核
兵
器
に
よ
る
「
先

制
攻
撃
（preventive strike

）」
の
採
用
に
言
及
す
る
な
ど
、
核
兵

器
の
使
用
が
許
容
さ
れ
る
状
況
の
幅
を
大
き
く
広
げ
よ
う
と
す
る
動

き
が
見
ら
れ
た
。
結
果
的
に
は
、
二
〇
一
〇
年
二
月
に
公
表
さ
れ
た

軍
事
ド
ク
ト
リ
ン
で
は
、
ロ
シ
ア
お
よ
び
（
ま
た
は
）
そ
の
同
盟
国

に
対
し
て
核
兵
器
な
い
し
そ
の
他
の
大
量
破
壊
兵
器
が
使
用
さ
れ
た

場
合
お
よ
び
「
ロ
シ
ア
に
対
す
る
通
常
兵
器
を
用
い
た
国
家
の
存
立

自
体
を
脅
か
す
侵
略
の
場
合
」
に
お
け
る
核
兵
器
の
使
用
を
留
保
す

る
と
、
再
び
使
用
の
基
準
が
狭
め
ら
れ
た
と
解
さ
れ
る
表
現
が
採
用

さ
れ
、
明
文
で
の
核
兵
器
に
よ
る
「
先
制
攻
撃
」「
エ
ス
カ
レ
ー

シ
ョ
ン
阻
止
」
へ
の
言
及
は
避
け
ら
れ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
二
〇

一
〇
年
の
軍
事
ド
ク
ト
リ
ン
は
、
①
非
核
兵
器
国
に
対
す
る
消
極
的
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安
全
保
障
へ
の
言
及
が
失
わ
れ
て
い
る
こ
と
、
②
核
兵
器
の
使
用
に

つ
い
て
は
「
大
統
領
が
」
決
定
す
る
と
の
一
文
が
加
わ
っ
た
こ
と
、

③
軍
事
ド
ク
ト
リ
ン
の
改
訂
と
同
時
に
、
核
兵
器
の
使
用
に
つ
い
て

詳
述
し
て
い
る
と
さ
れ
る
「
核
抑
止
の
分
野
に
お
け
る
二
〇
二
〇
年

ま
で
の
国
家
政
策
の
原
則
」
と
い
う
非
公
開
の
文
書
が
策
定
さ
れ
た

こ
と
、
の
三
点
で
そ
れ
ま
で
の
軍
事
ド
ク
ト
リ
ン
と
異
な
っ
て
お

り
、
使
用
の
基
準
は
文
言
上
狭
め
ら
れ
た
も
の
の
、
い
つ
い
か
な
る

時
に
核
兵
器
使
用
の
決
定
が
な
さ
れ
る
の
か
に
つ
い
て
、
不
確
実
性

が
高
め
ら
れ
た
面
を
有
し
て
い
た
。

パ
ト
ル
シ
ェ
フ
国
家
安
全
保
障
会
議
書
記
が
言
及
し
た
、
核
兵
器

に
よ
る
「
先
制
攻
撃
」
は
、
上
述
の
よ
う
に
、
戦
術
核
兵
器
の
限
定

的
な
使
用
に
よ
っ
て
戦
略
核
兵
器
使
用
の
決
意
の
固
さ
を
示
し
、
ロ

シ
ア
周
辺
地
域
で
の
紛
争
に
お
け
る
敵
対
勢
力
の
介
入
を
抑
止
す
る

「
エ
ス
カ
レ
ー
シ
ョ
ン
阻
止
」
で
の
核
兵
器
の
使
用
を
想
定
し
た
も

の
で
あ
る
。「
エ
ス
カ
レ
ー
シ
ョ
ン
阻
止
」
は
、
ロ
シ
ア
に
と
っ
て

利
害
関
心
の
強
い
（
し
か
し
敵
対
勢
力
に
と
っ
て
は
核
戦
争
の
危
険

を
冒
し
て
ま
で
軍
事
的
関
与
を
行
う
ほ
ど
の
利
害
は
な
い
）
紛
争
に

つ
い
て
、
特
に
米
国
お
よ
び
そ
の
同
盟
国
の
軍
事
的
関
与
を
抑
止
し

よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
本
質
的
に
は
防
御
的
な
性
格
の
も
の
で

あ
る
。
た
だ
し
、
抑
止
が
有
効
で
あ
る
た
め
に
は
、
核
兵
器
使
用
の

脅
し
に
信
頼
性
が
あ
る
こ
と
が
不
可
欠
で
あ
る
（Sokov 2014

）。

こ
の
た
め
、
敵
対
勢
力
に
よ
る
軍
事
介
入
が
行
わ
れ
る
蓋
然
性
が
高

い
と
ロ
シ
ア
が
認
識
し
て
い
る
状
況
に
お
い
て
は
、
ロ
シ
ア
は
核
兵

器
に
よ
る
威
嚇
を
強
め
ざ
る
を
え
な
い
と
判
断
し
、
核
兵
器
使
用
へ

の
言
及
の
頻
度
を
高
め
、
演
習
の
想
定
に
核
兵
器
の
先
行
使
用
を
盛

り
込
む
な
ど
、
使
用
の
脅
し
が
信
頼
性
を
持
つ
よ
う
に
努
め
る
こ
と

に
な
る
。
こ
の
よ
う
な
状
況
で
は
、
ロ
シ
ア
の
言
動
は
、
意
図
と
は

逆
に
攻
撃
的
な
も
の
と
映
ら
ざ
る
を
得
な
い
。

Ｐ
Ｉ
Ｒ
セ
ン
タ
ー
の
コ
ル
ビ
ン
（A

leksandr K
olbin

）
に
よ
れ

ば
、
ロ
シ
ア
に
と
っ
て
利
害
関
心
が
極
め
て
高
く
、
核
兵
器
に
よ
る

「
エ
ス
カ
レ
ー
シ
ョ
ン
阻
止
」
に
踏
み
切
る
可
能
性
が
高
い
状
況
と

し
て
、
①
西
側
諸
国
海
軍
と
の
衝
突
が
起
こ
り
う
る
状
況
に
お
け
る

海
軍
の
戦
闘
能
力
強
化
、
②
中
国
と
の
極
東
に
お
け
る
地
域
紛
争
、

③
少
な
く
と
も
一
つ
の
旧
ソ
連
諸
国
の
領
域
を
巻
き
込
ん
で
の
地
域

紛
争
、
④
西
方
に
お
け
る
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
と
の
地
域
紛
争
、
が
あ
げ
ら
れ

る
（Колбин 2014

）。
ウ
ク
ラ
イ
ナ
危
機
は
、
ロ
シ
ア
と
国
境
を
接

す
る
旧
ソ
連
諸
国
に
お
け
る
紛
争
で
あ
り
、
米
国
海
軍
艦
艇
の
黒
海

へ
の
展
開
も
行
わ
れ
、
か
つ
、
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
と
の
地
域
紛
争
に
発
展
す

る
蓋
然
性
が
高
い
紛
争
で
あ
っ
た
。

Ⅲ
ウ
ク
ラ
イ
ナ
危
機
後
に
お
け
る
「
核
の
脅
し
」

１
ク
リ
ミ
ア
併
合
の
維
持
、
欧
米
に
よ
る

軍
事
介
入
の
抑
止
の
た
め
の
「
核
の
脅
し
」

ク
リ
ミ
ア
併
合
の
直
後
、
二
〇
一
四
年
三
月
二
五
日
か
ら
二
九
日

の
間
、
ロ
シ
ア
で
戦
略
ロ
ケ
ッ
ト
軍
の
指
揮
所
演
習
が
実
施
さ
れ

た
。
こ
の
演
習
は
前
年
か
ら
計
画
さ
れ
て
い
た
も
の
で
あ
る
が
、
約

一
万
人
が
参
加
す
る
な
ど
、
か
つ
て
な
い
規
模
で
行
わ
れ
た

（Н
езависимая Газет

а, 26 марта 2014

）。
ま
た
、
同
年
五
月
に

プ
ー
チ
ン
大
統
領
視
察
の
下
に
実
施
さ
れ
た
指
揮
統
制
演
習
で
は
、

Ｉ
Ｃ
Ｂ
Ｍ
（SS-25

）、
Ｓ
Ｌ
Ｂ
Ｍ
（Sineva

）
及
び
Ａ
Ｌ
Ｃ
Ｍ
の
発

射
訓
練
が
演
練
さ
れ
た
。
核
攻
撃
、
核
兵
器
の
先
行
使
用
、
核
攻
撃

へ
の
対
処
な
ど
を
想
定
に
含
む
演
習
は
こ
の
後
も
繰
り
返
し
実
施
さ

れ
た
。
上
述
し
た
核
兵
器
使
用
に
お
け
る
議
論
を
ふ
ま
え
る
な
ら

ば
、
ロ
シ
ア
が
こ
う
し
た
「
核
の
脅
し
」
で
意
図
し
て
い
た
の
は
、

ウ
ク
ラ
イ
ナ
に
お
け
る
ロ
シ
ア
の
利
害
関
心
の
高
さ
、
ロ
シ
ア
の
求

め
る
条
件
で
の
解
決
へ
の
決
意
を
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
諸
国
の
指
導
者
に
示
そ

う
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。

二
〇
一
五
年
三
月
に
放
映
さ
れ
た
国
営
放
送
に
よ
れ
ば
、「
ク
リ

ミ
ア
共
和
国
」
編
入
の
際
に
ロ
シ
ア
が
ど
の
よ
う
な
軍
事
的
対
応
が

必
要
か
を
判
断
す
る
に
あ
た
っ
て
重
視
し
た
の
は
、
米
国
海
軍
の
ミ

サ
イ
ル
駆
逐
艦
ド
ナ
ル
ド
・
ク
ッ
ク
（D

D
G75

）
が
黒
海
に
展
開
し

て
い
た
こ
と
で
あ
っ
た
。
二
〇
一
四
年
四
月
一
二
日
に
は
、
ロ
シ
ア

空
軍
のSu-24

が
黒
海
の
公
海
上
の
ド
ナ
ル
ド
・
ク
ッ
ク
に
対
し
て

低
空
接
近
し
て
威
嚇
を
行
っ
た
ほ
か
、
ロ
シ
ア
空
軍
機
に
よ
る
Ｎ
Ａ

Ｔ
Ｏ
、
Ｅ
Ｕ
諸
国
領
空
へ
の
接
近
飛
行
や
領
空
侵
犯
は
、
ク
リ
ミ
ア

併
合
以
後
急
速
に
増
加
し
、
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
諸
国
に
よ
る
ロ
シ
ア
空
軍
機

に
対
す
る
要
撃
回
数
は
二
〇
一
四
年
の
一
年
間
で
四
〇
〇
回
を
超

え
、
二
〇
一
三
年
の
約
四
倍
に
達
し
た
（Frear 2014

）。
特
に
、
核

兵
器
を
搭
載
す
る
こ
と
が
可
能
な
爆
撃
機T

u-95M
S

（Bear-H

）、

T
u-160

（Blackjack

）、T
u-22M

3

（Backfire-C

）
の
活
動
は
、

搭
載
し
て
い
る
ミ
サ
イ
ル
が
通
常
弾
頭
で
あ
る
か
核
弾
頭
で
あ
る
か

を
判
断
す
る
こ
と
が
困
難
で
あ
る
た
め
、
個
々
の
飛
行
の
任
務
が
何

で
あ
れ
、「
核
の
脅
し
」
の
要
素
を
持
つ
こ
と
に
な
る
。
ロ
シ
ア
は

二
〇
〇
七
年
八
月
に
戦
略
爆
撃
機
の
パ
ト
ロ
ー
ル
飛
行
を
再
開
し
て

お
り
、
飛
行
そ
の
も
の
は
新
し
い
こ
と
で
は
な
か
っ
た
が
、
飛
行
空

域
が
欧
大
西
洋
地
域
だ
け
で
は
な
く
、
黒
海
、
東
ア
ジ
ア
、
太
平
洋

諸
島
、
カ
リ
ブ
海
、
メ
キ
シ
コ
湾
、
北
極
海
へ
と
拡
大
し
た
。
ま
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た
、
二
〇
一
四
年
一
月
か
ら
二
〇
一
五
年
三
月
の
間
の
Ｓ
Ｓ
Ｂ
Ｎ
お

よ
び
多
目
的
原
子
力
潜
水
艦
の
太
平
洋
で
の
活
動
は
二
〇
一
三
年
と

比
較
し
て
一
・
五
倍
に
増
加
し
た
（Russia and India Report, 2 

A
pril 2015

）。

二
〇
一
四
年
七
月
九
日
に
は
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
国
防
相
が
ク
リ
ミ
ア

の
奪
還
に
言
及
し
た
こ
と
に
つ
い
て
、ロ
シ
ア
の
ラ
ブ
ロ
フ（Sergei 

Lavrov

）
外
相
が
、「
ク
リ
ミ
ア
及
び
セ
バ
ス
ト
ー
ポ
リ
を
含
む
ロ

シ
ア
領
へ
の
侵
略
は
、
誰
に
も
勧
め
な
い
。
ロ
シ
ア
は
こ
の
よ
う
な

場
合
に
お
け
る
行
動
を
決
め
た
安
全
保
障
の
ド
ク
ト
リ
ン
を
持
っ
て

い
る
」
と
述
べ
（The D

iplom
at, 11 July 2014

）、
核
兵
器
の
使
用

原
則
を
述
べ
た
軍
事
ド
ク
ト
リ
ン
の
存
在
を
示
唆
し
た
。
ま
た
、

プ
ー
チ
ン
大
統
領
は
同
年
八
月
、「
ロ
シ
ア
は
大
規
模
な
紛
争
に
巻

き
込
ま
れ
る
つ
も
り
は
な
い
。
い
か
な
る
諸
外
国
も
ロ
シ
ア
と
は
関

わ
ら
な
い
方
が
い
い
。
ロ
シ
ア
が
も
っ
と
も
強
力
な
核
兵
器
国
の
一

つ
だ
と
い
う
こ
と
を
忘
れ
る
べ
き
で
は
な
い
。
こ
れ
は
言
葉
で
は
な

く
現
実
だ
」
と
発
言
し
（TAC

C
, 29 август 2014

）、
軍
事
介
入
の

回
避
に
強
い
関
心
を
示
し
た
。

他
方
、
二
〇
一
四
年
一
一
月
、
ブ
リ
ー
ド
ラ
ヴ
（Philip M

. 

Breedlove

）
欧
州
連
合
軍
最
高
司
令
官
（
Ｓ
Ａ
Ｃ
Ｅ
Ｕ
Ｒ
）
は
、
戦

車
、
火
砲
、
防
空
シ
ス
テ
ム
な
ど
の
「
ロ
シ
ア
軍
の
核
兵
器
搭
載
可

能
な
戦
力
が
ク
リ
ミ
ア
に
移
動
さ
れ
て
い
る
」（C

N
N

, 13 

N
ovem

ber 2014

）
と
発
言
し
た
。
こ
こ
で
言
及
さ
れ
た
よ
う
に
、

通
常
戦
力
の
装
備
（
地
上
発
射
型
、
海
上
発
射
型
の
ミ
サ
イ
ル
・
シ

ス
テ
ム
や
戦
闘
爆
撃
機
、
爆
撃
機
等
）
の
大
半
は
、
戦
術
核
兵
器
を

運
搬
可
能
で
あ
る
。
こ
の
た
め
、
核
兵
器
国
が
運
用
す
る
「
核
兵
器

搭
載
可
能
な
」
兵
器
、
つ
ま
り
多
く
の
主
要
装
備
品
の
移
動
や
配

備
・
活
動
も
関
係
諸
国
に
は
「
核
の
脅
し
」
と
捉
え
ら
れ
る
こ
と
に

な
る
。
こ
の
後
、
ラ
ブ
ロ
フ
外
相
が
、「
ロ
シ
ア
は
核
拡
散
防
止
条

約
（
Ｎ
Ｐ
Ｔ
）
上
の
核
兵
器
国
と
し
て
、
新
た
に
編
入
さ
れ
た
ク
リ

ミ
ア
を
含
む
ロ
シ
ア
領
の
ど
こ
に
で
も
核
兵
器
を
配
備
す
る
権
利
を

有
し
て
い
る
」（Interfax-U

kraine, 15 декабрь 2014

）
と
発
言
し
た

ほ
か
、
メ
シ
ュ
コ
フ
（A

lexei M
eshkov

）
外
務
次
官
が
、
Ｎ
Ａ
Ｔ

Ｏ
加
盟
諸
国
の
戦
闘
機
が
二
〇
〇
四
年
以
降
交
替
で
バ
ル
ト
諸
国
の

領
空
警
備
に
あ
た
っ
て
い
る
こ
と
を
「
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
は
バ
ル
ト
諸
国
に

核
兵
器
搭
載
可
能
な
航
空
機
を
移
動
さ
せ
て
い
る
」（Reuters, 1 

D
ecem

ber 2014

）
と
言
及
し
た
よ
う
に
、
ロ
シ
ア
と
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
諸

国
の
双
方
で
通
常
戦
力
の
活
動
を
核
兵
器
搭
載
可
能
な
戦
力
の
活
動

と
し
て
過
大
視
す
る
言
質
の
応
酬
に
よ
る
不
信
が
高
ま
っ
て
い
っ
た
。

ウ
ク
ラ
イ
ナ
情
勢
そ
の
他
の
変
化
を
受
け
、
二
〇
一
四
年
九
月
、

軍
事
ド
ク
ト
リ
ン
を
改
訂
す
る
こ
と
が
国
家
安
全
保
障
会
議
で
決
定

さ
れ
た
。
同
月
、
国
防
相
顧
問
の
ヤ
ク
ボ
フ
（Y

urii Y
akubov

）

退
役
上
級
大
将
は
、
新
た
な
軍
事
ド
ク
ト
リ
ン
で
は
「
ロ
シ
ア
の
戦

略
ロ
ケ
ッ
ト
軍
が
先
制
攻
撃
を
行
う
条
件
を
規
定
す
る
べ
き
だ
」

（The M
oscow

 Tim
es, 3 Septem

ber 2014

）
と
発
言
し
、
核
の
先
制

攻
撃
の
想
定
を
求
め
る
声
が
ロ
シ
ア
国
内
で
強
ま
っ
て
い
る
こ
と
を

示
し
た
。
同
年
一
二
月
に
は
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
情
勢
を
受
け
て
軍
事
ド

ク
ト
リ
ン
が
改
訂
さ
れ
た
。
こ
こ
で
は
、
二
〇
一
〇
年
版
に
引
き
続

き
、
ロ
シ
ア
に
と
っ
て
の
「
軍
事
的
危
険
」
の
第
一
に
「
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ

の
軍
事
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
の
強
化
、
国
際
法
規
範
に
反
す
る
形
で
の
グ

ロ
ー
バ
ル
な
機
能
の
付
与
、
ブ
ロ
ッ
ク
の
拡
大
な
ど
を
通
じ
て
Ｎ
Ａ

Ｔ
Ｏ
加
盟
諸
国
の
軍
事
イ
ン
フ
ラ
を
ロ
シ
ア
と
の
国
境
に
接
近
さ
せ

る
こ
と
」
が
あ
げ
ら
れ
、
ま
た
新
た
に
「
ロ
シ
ア
に
隣
接
す
る
国
家

に
お
い
て
、
正
当
な
政
府
機
関
の
転
覆
を
伴
う
も
の
を
含
め
、
ロ
シ

ア
の
国
益
に
脅
威
と
な
る
体
制
や
政
策
を
打
ち
立
て
る
こ
と
」
が
加

え
ら
れ
た
。
核
兵
器
の
使
用
に
つ
い
て
の
言
及
は
二
〇
一
〇
年
版
と

ほ
と
ん
ど
変
わ
ら
ず
、「
ロ
シ
ア
お
よ
び
（
ま
た
は
）
そ
の
同
盟
国

に
対
す
る
核
兵
器
な
い
し
そ
の
他
の
大
量
破
壊
兵
器
が
使
用
さ
れ
た

場
合
お
よ
び
、
ロ
シ
ア
に
対
す
る
通
常
兵
器
を
用
い
た
国
家
の
存
立

自
体
を
脅
か
す
侵
略
の
場
合
」
に
お
け
る
核
兵
器
の
使
用
が
留
保
さ

れ
て
お
り
、
少
な
く
と
も
軍
事
ド
ク
ト
リ
ン
の
文
言
上
は
核
の
敷
居

は
下
げ
ら
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
か
か
る
慎
重

な
文
言
と
は
別
に
、
二
〇
一
五
年
三
月
に
は
、
ク
リ
ミ
ア
編
入
の
際

に
、「
我
々
の
核
兵
器
に
つ
い
て
も
戦
闘
準
備
態
勢
に
移
行
す
る
準

備
が
で
き
て
い
た
と
い
う
こ
と
か
」
と
の
記
者
か
ら
の
質
問
へ
の
回

答
と
し
て
「
準
備
が
で
き
て
い
た
」
と
い
う
プ
ー
チ
ン
大
統
領
の
発

言
が
な
さ
れ
た
（Вест

и, 16 марта 2015

）
の
で
あ
る
。

ま
た
、
後
述
の
よ
う
に
、
ロ
シ
ア
に
対
す
る
経
済
制
裁
や
原
油
価

格
の
低
迷
に
よ
り
、
ロ
シ
ア
の
財
政
収
入
は
悪
化
し
、
国
防
費
の
削

減
が
強
く
求
め
ら
れ
る
状
況
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ロ
シ
ア
は
従
来
ど

お
り
核
戦
力
を
最
優
先
に
装
備
更
新
を
進
め
る
方
針
を
繰
り
返
し
表

明
し
て
い
る
。
プ
ー
チ
ン
大
統
領
は
、
二
〇
一
五
年
六
月
に
同
年
中

に
四
〇
基
の
Ｉ
Ｃ
Ｂ
Ｍ
、
Ｓ
Ｌ
Ｂ
Ｍ
を
取
得
す
る
と
発
言
し
た

（Н
езависимое военное обозрение, 26 ию

ня 2015

）。
こ
の
発
言

は
、
二
〇
一
四
年
一
二
月
の
国
防
省
幹
部
会
合
に
お
い
て
、
二
〇
一

五
年
に
戦
略
ロ
ケ
ッ
ト
軍
は
二
四
基
のRS-26 ICBM

を
受
領
す

る
こ
と
が
言
及
さ
れ
、
海
軍
総
司
令
部
も
二
〇
一
五
年
に
受
領
す
る

ボ
レ
イ
級
Ｓ
Ｓ
Ｂ
Ｎ
に
は
一
六
基
の
Ｓ
Ｌ
Ｂ
Ｍ
が
搭
載
さ
れ
る
と
発

表
し
た
後
に
行
わ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
特
に
目
新
し
い
こ
と
で
は
な

か
っ
た
が
、
ス
ト
ル
テ
ン
ベ
ル
ク
（Jens Stoltenberg

）
Ｎ
Ａ
Ｔ

Ｏ
事
務
総
長
が
「
不
安
定
化
に
つ
な
が
る
危
険
な
レ
ト
リ
ッ
ク
だ
」

（И
нт

ерф
акс, 22 ию

ня 2015

）
と
非
難
し
た
よ
う
に
、「
核
の
脅

し
」
と
し
て
捉
え
ら
れ
る
言
動
で
あ
っ
た
。
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２
Ｍ
Ｄ
計
画
の
進
展
、
Ｉ
Ｎ
Ｆ
条
約
違
反
問
題

に
お
け
る
「
核
の
脅
し
」

ロ
シ
ア
に
よ
る
核
の
脅
し
は
、
米
国
、
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
に
よ
る
ウ
ク
ラ

イ
ナ
へ
の
介
入
の
可
能
性
が
低
減
し
て
か
ら
も
続
い
て
い
る
が
、
従

来
か
ら
ロ
シ
ア
に
と
っ
て
の
懸
念
材
料
で
あ
っ
た
中
・
東
欧
諸
国
へ

の
Ｍ
Ｄ
配
備
が
進
展
す
る
な
か
で
、
脅
し
の
対
象
は
、
配
備
受
入
国

（
非
核
兵
器
国
）
に
移
行
し
て
い
る
。

「
欧
州
に
お
け
る
段
階
的
・
適
応
ア
プ
ロ
ー
チ
（
Ｅ
Ｐ
Ａ
Ａ
）」

は
、
二
〇
〇
九
年
に
オ
バ
マ
（Barack O

bam
a

）
政
権
が
前
政
権

の
Ｍ
Ｄ
計
画
を
見
直
し
た
後
に
導
入
さ
れ
た
も
の
で
、
二
〇
一
一
年

か
ら
二
〇
二
二
年
ま
で
を
四
つ
の
段
階
に
分
け
、
徐
々
に
ミ
サ
イ
ル

防
衛
能
力
を
強
化
す
る
計
画
で
あ
り
、SM

-3

迎
撃
ミ
サ
イ
ル
を
搭

載
す
る
イ
ー
ジ
ス
艦
と
、
地
上
配
備
型
の
「
イ
ー
ジ
ス
・
ア
シ
ョ

ア
」
シ
ス
テ
ム
を
中
心
と
し
て
い
る
。SM

-3

は
、
二
〇
一
一
年
ま

で
に
短
距
離
・
準
中
距
離
弾
道
ミ
サ
イ
ル
に
対
処
す
る
Ｉ
Ａ
か
ら

（
第
一
段
階
）、
二
〇
一
五
年
ま
で
に
ル
ー
マ
ニ
ア
に
配
備
予
定
の
Ｉ

Ｂ
で
短
距
離
・
準
中
距
離
弾
道
ミ
サ
イ
ル
（
第
二
段
階
）、
二
〇
一

八
年
ま
で
に
ポ
ー
ラ
ン
ド
に
配
備
予
定
の
Ｉ
Ｉ
Ａ
で
中
距
離
弾
道
ミ

サ
イ
ル
（
第
三
段
階
）、
そ
し
て
二
〇
二
二
年
ま
で
に
（
第
四
段
階
）

Ｉ
Ｉ
Ｂ
を
配
備
し
て
、
イ
ラ
ン
か
ら
米
本
土
へ
向
か
う
Ｉ
Ｃ
Ｂ
Ｍ
を

迎
撃
で
き
る
能
力
を
獲
得
し
て
い
く
こ
と
が
想
定
さ
れ
て
い
た
。
米

国
は
二
〇
一
三
年
三
月
、
Ｅ
Ｐ
Ａ
Ａ
の
第
四
段
階
を
キ
ャ
ン
セ
ル
す

る
見
直
し
を
公
表
し
た
。
Ｍ
Ｄ
を
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
の
集
団
防
衛
の
中
核
に

位
置
付
け
て
い
る
同
盟
諸
国
と
の
関
係
に
お
い
て
、
妥
協
が
難
し
い

オ
バ
マ
大
統
領
と
し
て
は
、
ロ
シ
ア
の
懸
念
を
勘
案
し
て
最
大
限
の

配
慮
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
そ
の
後
も
ロ
シ
ア
は
懸
念
が
払
し
ょ
く
さ
れ
て
い

な
い
こ
と
を
繰
り
返
し
表
明
し
、
二
〇
一
五
年
三
月
二
一
日
に
は
、
ワ

ニ
ン
（M

ikhail V
anin

）
駐
デ
ン
マ
ー
ク
ロ
シ
ア
大
使
が
デ
ン
マ
ー
ク

紙
に
掲
載
さ
れ
た
寄
稿
の
な
か
で
、
デ
ン
マ
ー
ク
は
ミ
サ
イ
ル
防
衛
計

画
に
加
わ
る
結
果
が
ど
う
な
る
か
を
十
分
理
解
し
て
い
な
い
、「
も
し

そ
う
な
れ
ば
デ
ン
マ
ー
ク
の
軍
艦
は
ロ
シ
ア
の
核
ミ
サ
イ
ル
の
標
的
に

な
る
」
と
警
告
し
た
（Ведомост

и, 22 март 2015

）。
ま
た
、
国
家
安

全
保
障
会
議
の
ル
キ
ヤ
ノ
フ
（Evgenii Lukyianov

）
副
書
記
は
、

二
〇
一
五
年
六
月
二
四
日
、
米
国
が
Ｍ
Ｄ
計
画
の
一
環
と
し
て
迎
撃
ミ

サ
イ
ル
配
備
を
進
め
る
ル
ー
マ
ニ
ア
と
ポ
ー
ラ
ン
ド
に
対
し
、「
考
え

直
す
べ
き
だ
。
彼
ら
は
自
動
的
に
わ
れ
わ
れ
の
標
的
に
な
る
」
と
の

警
告
を
発
し
た
。
二
〇
一
五
年
七
月
二
二
日
の
報
道
に
よ
れ
ば
、「
ロ

シ
ア
国
防
省
筋
」
は
、
ク
リ
ミ
ア
に
長
距
離
爆
撃
機T

u-22M
3

の
飛

行
大
隊
を
配
備
す
る
と
語
っ
た
。
同
筋
は
爆
撃
機
の
配
備
に
つ
い
て
、

米
国
が
ク
リ
ミ
ア
に
近
い
ル
ー
マ
ニ
ア
に
Ｍ
Ｄ
シ
ス
テ
ム
の
配
備
を
計

画
し
て
い
る
こ
と
へ
の
対
抗
措
置
で
あ
り
、
米
国
が
ロ
シ
ア
を
攻
撃
し

た
際
に
は
、
ル
ー
マ
ニ
ア
の
Ｍ
Ｄ
施
設
が
ロ
シ
ア
の
攻
撃
手
段
の
第
一

の
目
標
に
な
る
と
述
べ
た
（И

нт
ерф

акс, 22 ию
ль 2015

）。
さ
ら
に
、

元
戦
略
ロ
ケ
ッ
ト
軍
総
参
謀
長
で
戦
略
ロ
ケ
ッ
ト
軍
司
令
官
顧
問
の
エ

シ
ン
（V

iktor Esin

）
は
、
二
〇
一
五
年
七
月
二
二
日
、「
ト
ー
ポ
リ

（
Ｉ
Ｃ
Ｂ
Ｍ
）
に
は
あ
ら
ゆ
る
目
標
を
破
壊
す
る
能
力
が
あ
る
も
の
の
、

ル
ー
マ
ニ
ア
の
ミ
サ
イ
ル
基
地
に
ト
ー
ポ
リ
を
向
け
る
必
要
は
な
い
。

こ
の
よ
う
な
目
標
に
対
し
て
は
ほ
か
の
手
段
が
あ
る
。
各
々
の
目
標
に

最
も
効
果
的
な
破
壊
手
段
を
割
り
当
て
る
こ
と
が
合
理
的
な
計
画
の

要
諦
だ
。
わ
れ
わ
れ
は
、
Ｍ
Ｄ
突
破
と
い
う
課
題
を
解
決
す
る
に
十

分
な
種
類
と
量
の
ミ
サ
イ
ル
を
保
有
し
て
い
る
」
と
述
べ
た

（И
нт

ерф
акс, 22 ию

ль 2015

）。

ま
た
、
Ｍ
Ｄ
問
題
と
関
連
し
て
、
二
〇
一
四
年
七
月
以
降
、
ロ
シ

ア
が
Ｉ
Ｎ
Ｆ
（
中
距
離
核
戦
力
）
条
約
を
違
反
し
て
い
る
と
米
国
が

主
張
す
る
に
至
り
、
ロ
シ
ア
が
条
約
で
禁
止
さ
れ
て
い
る
地
上
発
射

型
の
中
距
離
ミ
サ
イ
ル
を
開
発
な
い
し
生
産
・
保
有
し
て
い
る
の
で

は
な
い
か
と
の
疑
念
が
生
じ
る
な
か
、
米
国
と
の
非
難
の
応
酬
の
な

か
で
「
核
の
脅
し
」
が
行
わ
れ
て
い
る
。

Ｉ
Ｎ
Ｆ
条
約
は
、
地
上
配
備
型
の
長
射
程
中
距
離
ミ
サ
イ
ル
（
射

程
一
千
～
五
五
〇
〇
キ
ロ
）
お
よ
び
短
射
程
中
距
離
ミ
サ
イ
ル
（
射

程
五
〇
〇
～
一
千
キ
ロ
）
を
廃
棄
す
る
こ
と
に
米
ソ
合
意
し
た
も
の

で
あ
り
、
冷
戦
期
に
お
け
る
欧
州
に
お
け
る
核
兵
器
に
よ
る
対
峙
を

大
幅
に
緩
和
す
る
こ
と
に
貢
献
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
米
国
お
よ

び
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
諸
国
が
Ｍ
Ｄ
の
開
発
・
配
備
を
進
め
る
と
と
も
に
、
ま

た
、
周
辺
諸
国
が
中
距
離
ミ
サ
イ
ル
の
配
備
を
進
め
る
と
と
も
に
ロ

シ
ア
で
は
、
Ｉ
Ｎ
Ｆ
条
約
は
ロ
シ
ア
に
と
っ
て
不
都
合
な
も
の
と
の

認
識
が
政
治
・
軍
事
指
導
部
内
で
台
頭
し
て
き
た
。
ロ
シ
ア
は
、
二

〇
〇
七
年
二
月
以
降
、
ブ
ッ
シ
ュ
政
権
時
代
の
Ｍ
Ｄ
計
画
に
反
対
す

る
な
か
で
Ｉ
Ｎ
Ｆ
条
約
か
ら
の
脱
退
を
示
唆
し
始
め
て
お
り
、
ロ
シ

ア
周
辺
諸
国
に
お
け
る
中
距
離
ミ
サ
イ
ル
の
強
化
や
、
米
国
が
、
核

兵
器
が
担
っ
て
き
た
役
割
を
代
替
し
て
い
く
一
つ
の
手
段
と
し
て
開

発
し
て
い
る
、
長
射
程
・
精
密
誘
導
兵
器
を
用
い
て
核
兵
器
に
よ
ら

ず
敵
の
政
治
・
経
済
・
軍
事
中
枢
を
正
確
に
破
壊
す
る
能
力
、
即
時

グ
ロ
ー
バ
ル
打
撃
（
Ｐ
Ｇ
Ｓ
）
と
の
関
連
で
、
ロ
シ
ア
が
中
距
離
ミ

サ
イ
ル
能
力
を
再
取
得
す
る
こ
と
が
必
要
と
の
議
論
が
な
さ
れ
て
い

る
。
こ
の
議
論
の
な
か
で
は
、
現
段
階
で
は
Ｐ
Ｇ
Ｓ
は
数
的
に
限
定

さ
れ
て
お
り
、
大
量
破
壊
兵
器
の
拡
散
対
抗
や
テ
ロ
対
処
と
い
っ
た

目
的
で
開
発
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
ロ
シ
ア
に
と
っ
て
切
迫
し
た

脅
威
で
は
な
い
も
の
の
、
Ｐ
Ｇ
Ｓ
が
確
立
し
た
場
合
に
は
、
米
国

が
、
ロ
シ
ア
の
重
要
目
標
に
対
し
て
Ｐ
Ｇ
Ｓ
に
よ
る
攻
撃
を
行
っ
た

う
え
で
、
バ
ル
ト
諸
国
か
ら
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
の
地
上
軍
が
侵
攻
し
て
く
る
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と
い
う
シ
ナ
リ
オ
が
現
実
性
を
持
つ
こ
と
に
な
る
。
従
っ
て
、
精
密

誘
導
兵
器
に
お
け
る
遅
れ
に
対
処
し
、
Ｐ
Ｇ
Ｓ
時
代
に
地
域
レ
ベ
ル

の
抑
止
力
を
確
保
す
る
た
め
に
は
、
戦
術
核
兵
器
と
攻
撃
部
隊
と
の

連
携
に
よ
る
対
処
が
不
可
欠
で
あ
る
と
の
主
張
が
展
開
さ
れ
て
い
る

（О
станков 2013

）。
そ
し
て
、
Ｉ
Ｎ
Ｆ
条
約
が
無
期
限
に
有
効
で
あ

る
現
状
で
は
、
戦
術
核
兵
器
の
運
搬
手
段
は
、
ミ
サ
イ
ル
・
シ
ス
テ

ム
「
イ
ス
カ
ン
デ
ル
Ｍ
」
や
爆
撃
機
に
限
定
さ
れ
る
が
、
そ
れ
で
は

射
程
が
短
い
の
で
、「
イ
ス
カ
ン
デ
ル
Ｍ
」
の
射
程
を
八
〇
〇
～
一

千
キ
ロ
ま
で
伸
ば
す
改
良
を
加
え
る
と
と
も
に
、
Ｓ
Ｌ
Ｃ
Ｍ
お
よ
び

Ｇ
Ｃ
Ｌ
Ｍ
に
核
弾
頭
を
搭
載
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
り
、
法
的
障
害

と
な
る
Ｉ
Ｎ
Ｆ
条
約
か
ら
脱
退
す
べ
き
だ
と
い
う
の
で
あ
る

（С
аксонов 2013

）。

こ
う
し
た
な
か
、
米
国
で
は
、
ロ
シ
ア
が
Ｉ
Ｎ
Ｆ
条
約
に
違
反
し

て
中
距
離
ミ
サ
イ
ル
の
開
発
や
実
験
を
行
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か

と
の
疑
義
が
専
門
家
な
ど
か
ら
提
起
さ
れ
て
き
た
。
二
〇
一
四
年
七

月
に
は
国
務
省
が
、「
米
国
は
、
ロ
シ
ア
が
射
程
五
〇
〇
～
五
五
〇

〇
キ
ロ
の
地
上
発
射
型
巡
航
ミ
サ
イ
ル
（
Ｇ
Ｃ
Ｌ
Ｍ
）
の
保
有
、
生

産
、
飛
翔
実
験
を
行
わ
な
い
と
す
る
Ｉ
Ｎ
Ｆ
条
約
に
違
反
し
て
い
る

と
判
断
し
た
」（U

. S. D
epartm

ent of State 2014

）
と
述
べ
て
以

降
、
米
ロ
間
の
外
交
問
題
と
な
っ
て
い
る
。
米
国
は
、
ロ
シ
ア
の
ど

の
活
動
が
違
反
だ
と
し
て
い
る
の
か
に
つ
い
て
、
当
初
具
体
的
な
情

報
を
何
も
示
さ
な
か
っ
た
た
め
、
ロ
シ
ア
が
開
発
中
の
Ｉ
Ｃ
Ｂ
Ｍ
を

中
距
離
ミ
サ
イ
ル
の
射
程
距
離
で
実
験
し
た
の
で
は
な
い
か
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
憶
測
が
流
れ
、
二
〇
一
四
年
一
二
月
一
〇
日
に
開
催
さ

れ
た
米
国
両
院
合
同
公
聴
会
で
は
、
軍
事
的
対
抗
措
置
と
し
て
中
距

離
ミ
サ
イ
ル
配
備
に
も
言
及
さ
れ
る
な
ど
、
ロ
シ
ア
に
対
す
る
強
硬

な
主
張
も
展
開
さ
れ
た＊

3

。

ロ
シ
ア
国
内
で
は
、
国
防
省
筋
の
話
と
し
て
「
経
費
節
約
と
テ
レ

メ
ト
リ
ー
信
号
受
信
を
簡
易
に
す
る
目
的
で
、
Ｓ
Ｌ
Ｃ
Ｍ
の
発
射
実

験
を
洋
上
か
ら
で
は
な
く
地
上
発
射
媒
体
か
ら
行
っ
た
」（Взгляд, 

21 октябрь 2014

）
と
も
報
じ
ら
れ
た
も
の
の
、
ロ
シ
ア
政
府
は
、

公
式
に
は
「
違
反
」
し
て
い
る
の
は
米
国
の
側
だ
と
す
る
立
場
を
変

え
て
い
な
い
。
ゲ
ラ
シ
モ
フ
（V

alery Gerashim
ov

）
参
謀
総
長

は
、
二
〇
一
五
年
四
月
一
六
日
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
と
ル
ー
マ
ニ
ア
へ
の

M
K

-41

ミ
サ
イ
ル
垂
直
発
射
（
Ｖ
Ｌ
Ｓ
）
シ
ス
テ
ム
配
備
は
Ｉ
Ｎ
Ｆ

条
約
違
反
だ
と
し
た
う
え
で
、
ロ
シ
ア
は
軍
事
的
に
対
抗
せ
ざ
る
を

え
ず
、「
ミ
サ
イ
ル
防
衛
網
が
導
入
さ
れ
つ
つ
あ
る
非
核
国
は
優
先

的
に
対
抗
措
置
の
対
象
と
な
る
」（РИ

А-Н
овост

и, 16 апреля 

2015
）
と
述
べ
た
。
ロ
シ
ア
が
Ｉ
Ｎ
Ｆ
条
約
に
違
反
し
て
い
る
と
の

米
国
の
主
張
は
、
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
諸
国
に
到
達
可
能
な
、
そ
し
て
核
弾
頭

を
搭
載
可
能
な
地
上
発
射
型
ミ
サ
イ
ル
の
開
発
・
生
産
を
意
図
し
て

い
る
の
で
は
な
い
か
と
の
憶
測
を
広
く
流
布
さ
せ
る
こ
と
と
な
り
、

ま
た
、
ロ
シ
ア
が
米
国
の
主
張
に
対
す
る
反
論
の
中
で
「
核
の
脅

し
」
を
用
い
る
事
態
を
招
い
た
の
で
あ
る
。

Ⅳ
持
続
可
能
性

で
は
、
上
述
の
よ
う
な
「
核
の
脅
し
」
は
、
財
政
基
盤
の
観
点
か

ら
か
ら
見
て
ど
の
程
度
持
続
可
能
な
の
で
あ
ろ
う
か
。
二
〇
〇
〇
年

以
降
、
ロ
シ
ア
経
済
は
原
油
価
格
の
高
騰
に
牽
引
さ
れ
て
成
長
を
維

持
し
、
財
政
収
入
も
増
大
を
続
け
た
。
そ
れ
に
伴
っ
て
、
世
界
各
国

と
比
較
し
た
ロ
シ
ア
の
軍
事
支
出
の
規
模
は
、
二
〇
〇
五
年
に
は
世

界
九
位
で
あ
っ
た
も
の
が
、
二
〇
一
〇
年
に
五
位
、
二
〇
一
一
年
以

降
は
米
国
、
中
国
に
次
ぐ
三
位
に
拡
張
し
て
き
た
（Stockholm

 

International Peace R
esearch Institute 2012: 152

）。
し
か
し
な
が

ら
、
ロ
シ
ア
の
軍
事
支
出
の
増
加
率
は
、
少
な
く
と
も
二
〇
一
二
年

ま
で
（
金
融
危
機
に
よ
る
原
油
価
格
急
落
の
あ
っ
た
二
〇
〇
九
年
を
除

く
）
は
Ｇ
Ｄ
Ｐ
成
長
率
以
下
に
と
ど
ま
っ
て
い
た
。
こ
れ
は
、
第
一

任
期
（
二
〇
〇
〇
～
二
〇
〇
四
年
）
お
よ
び
第
二
任
期
（
二
〇
〇
四

～
二
〇
〇
八
年
）
お
よ
び
首
相
在
任
期
間
（
二
〇
〇
八
～
二
〇
一
二

年
）
の
当
初
に
お
い
て
、
プ
ー
チ
ン
大
統
領
が
、
国
防
費
の
対
Ｇ
Ｄ

Ｐ
比
率
を
低
く
抑
え
る
方
針
を
取
っ
て
い
た
た
め
で
あ
り
、
実
際
、

二
〇
一
二
年
ま
で
の
同
比
率
は
二
％
台
を
維
持
し
て
い
た
。
つ
ま

り
、
経
済
成
長
の
持
続
と
財
政
収
入
拡
大
の
見
通
し
に
立
っ
て
、
同

比
率
は
低
い
ま
ま
で
も
国
防
費
の
増
額
分
を
装
備
調
達
に
充
当
す
る

こ
と
で
装
備
近
代
化
を
図
っ
て
い
く
こ
と
が
可
能
で
あ
る
と
考
え
ら

れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
が
装
備
計
画
二
〇
二
〇
の
採
択
は
、
軍
事
へ
の
傾
斜
を
深

め
る
資
源
配
分
上
の
決
断
を
要
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
装
備
計
画
二

〇
二
〇
の
採
択
後
、
国
防
発
注
や
軍
人
給
与
の
増
額
に
閣
内
で
反
対

し
て
き
た
ク
ド
リ
ン
（A

leksei K
udrin

）
財
務
相
が
二
〇
一
一
年

九
月
に
解
任
さ
れ
た
こ
と
は
、
国
防
費
の
拡
張
へ
舵
が
切
ら
れ
た
こ

と
を
象
徴
し
て
い
た
。
国
防
費
の
対
Ｇ
Ｄ
Ｐ
比
率
は
、
二
〇
一
一
年

の
二
・
七
一
％
か
ら
、
二
・
九
二
％
（
二
〇
一
二
年
）、
三
・
一
八
％

（
二
〇
一
三
年
）、
三
・
四
七
％
（
二
〇
一
四
年
）
と
急
速
に
上
昇
し

て
い
る
（
ロ
シ
ア
の
財
務
省
、
経
済
発
展
省
、
国
家
統
計
局
の
Ｈ
Ｐ

を
も
と
に
筆
者
算
出
）。
ま
た
、
財
政
支
出
に
占
め
る
国
防
費
の
割

合
に
つ
い
て
も
、
二
〇
一
一
年
の
一
三
・
九
％
か
ら
、
一
四
・
一
％

（
二
〇
一
二
年
）、
一
五
・
八
％
（
二
〇
一
三
年
）、
一
六
・
七
％
（
二

〇
一
四
年
）
と
増
加
を
続
け
て
い
る
（
執
行
ベ
ー
ス
）（
ロ
シ
ア
財
務

省
Ｈ
Ｐ
を
も
と
に
筆
者
算
出
）。

こ
れ
ま
で
の
と
こ
ろ
ウ
ク
ラ
イ
ナ
危
機
に
伴
う
ロ
シ
ア
経
済
の
減

速
は
、
国
民
経
済
に
お
け
る
国
防
費
の
比
重
増
加
傾
向
へ
の
有
効
な
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歯
止
め
と
は
な
っ
て
い
な
い
。
ウ
ク
ラ
イ
ナ
情
勢
の
緊
迫
に
よ
り
、

二
〇
一
四
年
三
月
以
降
ロ
シ
ア
か
ら
資
本
が
流
出
し
投
資
も
減
速
を

始
め
て
い
た
が
、
財
務
省
は
、
原
油
価
格
一
バ
レ
ル
あ
た
り
一
〇
〇

ド
ル
の
想
定
に
立
っ
て
二
〇
一
五
年
予
算
案
を
立
案
し
た
。
二
〇
一

五
年
予
算
案
で
は
、
国
防
費
は
前
年
（
二
〇
一
四
年
予
算
）
比
一
三

二
・
八
％
と
三
割
以
上
の
増
額
が
見
込
ま
れ
て
お
り
、
対
Ｇ
Ｄ
Ｐ

（
予
測
値
）
比
四
・
二
％
、
財
政
支
出
の
二
一
・
一
％
と
な
る
見
積
も

り
で
あ
っ
た
（
ロ
シ
ア
連
邦
下
院 
二
〇
一
五
）。
し
か
し
な
が
ら
、
同

年
七
月
末
以
降
、
欧
米
の
経
済
制
裁
の
強
化
に
伴
っ
て
資
本
流
出
が

加
速
し
た
う
え
、
九
月
前
後
か
ら
原
油
安
が
進
行
し
、
一
二
月
平
均

で
一
バ
レ
ル
あ
た
り
五
八
・
一
〇
ド
ル
、
二
〇
一
五
年
一
月
平
均
は

四
七
・
六
〇
ド
ル
に
ま
で
落
ち
込
み
、
Ｇ
Ｄ
Ｐ
成
長
率
の
低
減
と
財

政
収
入
の
減
少
が
確
実
な
状
況
と
な
っ
た
。
二
〇
一
四
年
一
二
月
五

日
、
プ
ー
チ
ン
大
統
領
は
、
二
〇
一
五
年
予
算
案
に
お
け
る
財
政
支

出
を
五
％
以
上
減
額
す
る
よ
う
政
府
に
指
示
し
た
も
の
の
、
予
算
の

減
額
は
「
国
防
及
び
国
家
安
全
保
障
以
外
の
費
目
に
限
る
」
と
し

て
、
国
防
費
の
減
額
は
行
わ
な
い
と
の
立
場
に
立
っ
て
い
た
（
ロ
シ

ア
大
統
領
Ｈ
Ｐ
参
照
）。
し
か
し
な
が
ら
こ
の
後
、
さ
ら
に
経
済
見
通

し
が
厳
し
く
な
る
な
か
で
、
財
務
省
は
予
算
支
出
を
一
〇
％
切
り
下

げ
る
方
針
を
打
ち
出
し
、
シ
ル
ア
ノ
フ
（A

nton Siluanov

）
財
務

相
も
、
国
防
費
の
削
減
は
不
可
欠
で
あ
る
と
発
言
他
方
で
、
ボ
チ
カ

リ
ョ
フ
（O

leg Bochkarev

）
軍
需
産
業
委
員
会
副
議
長
が
「
装
備

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
減
額
は
な
い
」
と
発
言
す
る
な
ど
（Н

езависимая 

Газет
а, 29 декабрь 2014

）、
国
防
費
の
減
額
を
求
め
る
財
務
省
と

こ
れ
に
抵
抗
す
る
軍
需
産
業
と
の
間
で
激
し
い
折
衝
が
行
わ
れ
た
。

二
〇
一
五
年
三
月
一
七
日
に
は
、
マ
イ
ナ
ス
成
長
と
財
政
収
入
の
一

七
％
減
少
を
受
け
た
二
〇
一
五
年
補
正
予
算
案
が
下
院
に
提
出
さ
れ

た
。
同
日
、
プ
ー
チ
ン
大
統
領
は
、
国
防
費
へ
の
予
備
基
金
（
石
油

ガ
ス
に
よ
る
超
過
収
入
を
プ
ー
ル
し
て
構
築
し
た
政
府
系
フ
ァ
ン
ド
）

の
充
当
額
を
二
・
二
倍
増
額
す
る
よ
う
命
じ
て
お
り
（И

нт
ерф

акс-

АВН
, 19 март 2015

）、
修
正
予
算
案
に
お
い
て
予
備
基
金
の
お
よ
そ

半
分
が
使
わ
れ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
（
表
３
参
照
）（
ロ
シ
ア

連
邦
下
院 

二
〇
一
五
）。
ま
た
、
こ
の
後
、
財
務
省
と
国
防
省
の
折
衝

の
結
果
、
国
防
費
も
削
減
は
免
れ
な
い
も
の
の
、
他
の
武
力
省
庁
に

要
求
さ
れ
た
一
〇
％
削
減
で
は
な
く
、
三
・
八
％
の
削
減
に
と
ど
め

る
こ
と
が
合
意
さ
れ
た
。
さ
ら
に
、
国
防
省
は
、
国
防
省
予
算
に
占

め
る
装
備
計
画
二
〇
二
〇
充
当
費
の
比
率
を
二
〇
一
三
年
の
三
八
％
、

二
〇
一
四
年
の
四
四
％
か
ら
二
〇
一
五
年
に
は
六
二
％
に
引
き
上
げ

る
こ
と
で
、
装
備
計
画
二
〇
二
〇
の
減
額
を
回
避
す
る
方
針
で
あ
る

（Н
езависимое военное обозрение, 3 апрель 2015

）。

経
済
の
先
行
き
が
不
透
明
な
な
か
、
二
〇
一
五
年
予
算
案
の
補
正

に
あ
た
っ
て
は
、
二
〇
一
六
及
び
二
〇
一
七
計
画
年
に
つ
い
て
審
議
は

行
わ
な
い
と
さ
れ
た
ほ
か
、
二
〇
一
六
年
予
算
案
に
つ
い
て
は
こ
れ

ま
で
の
三
カ
年
予
算
か
ら
単
年
予
算
へ
と
回
帰
す
る
こ
と
が
決
定
さ

れ
た
。
ま
た
、
装
備
計
画
二
〇
二
〇
を
引
き
継
ぐ
も
の
と
し
て
審
議

さ
れ
て
き
た
「
二
〇
一
六
年
か
ら
二
〇
二
五
年
ま
で
の
装
備
計
画
」

に
つ
い
て
、
国
防
省
は
総
額
三
〇
兆
ル
ー
ブ
ル
と
し
て
い
た
が
、
二

〇
一
八
年
ま
で
採
択
を
見
合
わ
せ
る
こ
と
が
決
定
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、
国
防
費
の
削
減
圧
力
は
か
つ
て
な
い
ほ
ど
強
ま
っ

て
い
る
も
の
の
、
プ
ー
チ
ン
大
統
領
は
、
財
政
赤
字
幅
を
拡
大
し
、

ま
た
こ
れ
を
予
備
基
金
の
取
り
崩
し
に
よ
っ
て
補
填
し
て
で
も
国
防

費
の
削
減
幅
を
最
小
限
に
と
ど
め
よ
う
と
し
て
い
る
。
国
防
省
も
ま

た
、
削
減
さ
れ
た
国
防
省
予
算
内
で
費
目
調
整
を
行
う
こ
と
で
装
備

計
画
二
〇
二
〇
の
減
額
を
回
避
し
よ
う
と
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
努

力
に
よ
り
、
少
な
く
と
も
数
年
の
間
は
、
装
備
計
画
二
〇
二
〇
充
当

予
算
を
「
聖
域
化
」
す
る
こ
と
は
可
能
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
な
が

ら
、
予
備
基
金
の
残
高
は
、
取
り
崩
し
を
二
〇
一
五
年
の
規
模
で
あ

と
一
年
続
け
れ
ば
費
消
さ
れ
て
し
ま
う
額
ま
で
減
少
し
て
い
る
。
原

油
価
格
の
低
迷
が
続
く
限
り
、
ロ
シ
ア
が
現
在
の
規
模
で
の
国
防

費
・
装
備
計
画
を
維
持
す
る
に
は
、
財
政
赤
字
の
拡
大
が
不
可
避
な

状
況
に
あ
る
。

2015年当初予算／修正予算案

GDP成長率見込み 77.484兆ルーブル／73.119兆ルーブル（実質成長率+1.2%／–3.0%）

原油価格 50米ドル

歳入 15兆824億ルーブル／12兆5,400億ルーブル（–17%）

歳出 15兆5,131億ルーブル／15兆2,150億ルーブル（–2%）

財政赤字額 4,307億ルーブル／2兆6,750億ルーブル（対GDP比0.6%／3.7%）

予備基金残高 5兆4,240億ルーブル／2兆6,220億ルーブル（3.074兆ルーブル使用）

表3　2015年ロシア連邦予算の補正予算案

（出所）「2015年及び2016、2017計画年の連邦予算に関する」連邦法（2014年12月3日付）、「2015年及び2016、2017計画
年の連邦予算に関する」連邦法補正予算案（2015年3月17日付）をもとに筆者作成。
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お
わ
り
に

以
上
の
よ
う
に
、
ロ
シ
ア
に
よ
る
「
核
の
脅
し
」
は
、
ウ
ク
ラ
イ

ナ
危
機
以
後
、
多
様
な
形
態
を
と
っ
て
頻
繁
に
行
わ
れ
て
き
た
。

「
核
の
脅
し
」
の
真
の
意
図
は
、
プ
ー
チ
ン
大
統
領
を
は
じ
め
と
す

る
少
数
の
決
定
者
に
し
か
明
ら
か
で
は
な
い
も
の
の
、
そ
の
背
景
に

は
、
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
と
の
通
常
戦
力
格
差
が
あ
り
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
に
お
け

る
ロ
シ
ア
の
利
害
関
心
の
強
さ
を
示
す
こ
と
で
、
こ
の
問
題
に
お
け

る
米
国
、
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
の
政
治
的
意
思
決
定
に
影
響
を
及
ぼ
し
て
軍
事

的
介
入
を
回
避
し
、
ま
た
ロ
シ
ア
の
要
求
す
る
形
で
の
問
題
解
決
を

押
し
通
そ
う
と
い
う
狙
い
が
あ
る
。
二
〇
一
五
年
三
月
以
降
は
、

「
核
の
脅
し
」
が
対
象
と
す
る
問
題
領
域
は
拡
大
し
て
お
り
、
Ｍ
Ｄ

の
配
備
を
進
め
る
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
諸
国
に
対
し
て
配
備
を
中
止
し
な
け
れ

ば
核
ミ
サ
イ
ル
の
標
的
と
な
る
と
の
脅
し
が
繰
り
返
さ
れ
て
い
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
諸
国
が
ウ
ク
ラ
イ
ナ
危
機
へ
の
対
応

を
決
め
る
に
あ
た
っ
て
個
々
の
「
核
の
脅
し
」
が
有
効
に
機
能
し
た

か
は
疑
問
で
あ
る
し
、
逆
に
ロ
シ
ア
の
言
動
に
対
応
し
た
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ

の
抑
止
力
の
強
化
や
、
ロ
シ
ア
・
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
境
界
地
域
に
お
け
る
危

機
安
定
性
の
低
下
を
招
い
て
い
る
状
況
に
あ
る
。
さ
ら
に
、
Ｍ
Ｄ
配

備
の
よ
う
な
、
す
で
に
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
が
組
織
的
に
進
め
て
い
る
具
体
的

な
計
画
を
「
核
の
脅
し
」
に
よ
っ
て
変
更
さ
せ
る
こ
と
は
も
と
よ
り

現
実
的
で
は
な
く
、
ロ
シ
ア
に
よ
る
「
核
の
脅
し
」
の
信
頼
性
は
、

時
間
の
経
過
と
と
も
に
、
ま
た
、
脅
し
の
対
象
と
な
る
問
題
領
域
の

拡
張
と
と
も
に
弱
ま
る
傾
向
に
あ
る
。「
核
の
脅
し
」
を
有
効
な
も

の
と
す
る
た
め
、
ロ
シ
ア
は
、
戦
略
核
戦
力
の
整
備
の
み
な
ら
ず
、

そ
の
運
搬
手
段
と
な
る
通
常
戦
力
の
整
備
や
、
核
兵
器
使
用
の
想
定

を
含
む
演
習
の
頻
繁
な
実
施
、
戦
略
爆
撃
機
の
長
距
離
飛
行
な
ど
を

続
け
て
い
る
が
、
そ
の
た
め
の
財
政
基
盤
は
必
ず
し
も
万
全
で
は
な

い
と
い
う
、
差
し
迫
っ
た
限
界
も
あ
る
。「
核
の
脅
し
」
が
欧
州
安

全
保
障
に
も
た
ら
し
た
イ
ン
パ
ク
ト
を
測
る
に
は
、
二
〇
一
六
年
以

降
に
策
定
さ
れ
る
予
定
の
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
の
公
式
文
書
や
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
お
よ

び
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
諸
国
の
軍
事
的
な
対
応
を
待
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

が
、
ロ
シ
ア
に
対
す
る
抑
止
が
何
ら
か
の
形
で
強
化
さ
れ
、
安
全
を

希
求
す
る
行
動
で
あ
っ
た
は
ず
の
「
核
の
脅
し
」
が
ロ
シ
ア
を
よ
り

不
安
全
な
状
況
に
追
い
や
る
結
果
を
招
来
し
た
こ
と
が
明
ら
か
と
な

る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
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